
言語学論叢第9号（1990）

聖書ヘブル語における

「塑嚢立フド定斑多」 と冤葦璽動毒覇ρ）蕎薔願薗

一h颪■Ok（h亘ヱδk）を巡って：凸章

竹内　茂夫

1．はじめに

　聖書ヘブル語には「独立不定形（infinitive　abso1ute，以下I　A）」と呼ばれる語形

変化しない文法形式がある．その用法の一っに，同族目的語（cognate　object）或いは

内的目的語（intema1object）1のように、定動詞と同じ語根のI　Aを用いる用法があ

る2．この用法が1臼約聖書に比較的数多く現れる動詞h査1ak「行く，歩く」とそのl　A

ha16k（母音文字を含む）．とha16k（母音文字を含まない）を例に，その語噸を観察し

てみよう．なおb盃16kと随10kは異形態に遇ぎず3機能的には変わらないので，この

小論では例文以外はha1Okで代表させる．

　同族目的語的なI　Aは，単独では定動詞のi亘前又は直後に現れると言われている｛

なおh互1δkには下線が施され，定動詞は四角で囲まれている．

（1）

（2）

1・…C）附脆1・・国‘・11・・

「彼女は言った． r私はあなたと必ず一緒に行きます．j」（士419）

獺1嫡ト・・…i11舳函幽
「一体なぜ彼を送り出したのですか． 彼は行ってしまったのですね．」（2サム3：24）

　上記のパターンに加えて，I　Aに更に他の語根に基づくl　Aが接続詞w5と共に後続

するlA■wlA2というパターンがある（lA2にも下線を施す）．

（3） 黎・舳洲δ1［1・1
「彼は食べながら歩いて行った．」（士1419）
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　更に，l　A　Iw1A2のパターンにおいては，l　A2の代わりに現れ得る文法要素のあ

ることがGeseniusによって示されている．そうした文法要素も便宜上1A2と呼ぶこ

とにする．すると，それらを含むパターンもl　A　lw　I　A2呼ぶことができる．

（4）

（5）

（6）

珂刷・・鴨・畑・蜘・1
「彼女は泣きながら歩き続けた．」（2サム13＝19）

函舳陥・・・・・…εC）［1・・…〕止・舳・酬・昼・・1砒

「彼はラマのナヨテまで預言しながら歩き続けた．」（1サム！9＝23）

慨…耐）・・航（’）1・・n・・…至川・・星C）…1・r1棚巾恥1・・

0b6keh［PT］

「ネタヌヤの子イシュマエルは彼らを迎えにミツパを出たが，泣きながら歩き

続けていた．」（エレ41：6）

（7） 巫舳舳・榊・・1［…1
「ダビデはますます偉大になっていった．」（2サム5：10）

　この小論では，定動詞と同族目的語的なI　Aの語噸に関して，

したl　Aが定動詞に先行し，どのような場合に後続するのかを、

的な側面から解明を試みたい．

どのような場合にそう

h飢◎kを例にして統語

2一同族目的語的な亙Aと定動詞の語願に関する従来の見解

　それでは，同族目的語的なI　Aと定動詞の語頗については，従来どのように言われて

来たのであろうか．ここでは主に統語的な観点から諸説をまとめてみたい．

　同族目的語的な1Aに関するGesenius6の見解は，以下のように要約できる．（1）動

詞に先行するI　Aは，陳述の最初においては頻繁に7，’i㎜等に後続する条件文におい

ては非常に頻繁に現れる．（2）動詞が命令形，分詞の場合にはl　Aは決して先行しない．

（3）動詞に後続する類に属する場合として，I　Aに第二のl　A，「動詞的形容詞（verba1

adjective）」，perfect　c◎nse㎝tive（胎QTL形），i叩erfect　conse㎝tive（鰍YQTL形），

分詞，が続く場合呂（上記の（3）～（7）の例文）があり．付随する状況や反対の行為を表す．

（4）I　Aが定動詞に先行する場合には強調を、後続する場合には強調或いは継続を表す．
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　Joむ㎝9の内的目的語（objet　inteme）のようなl　Aにっいての考えは，次のように

まとめられるであろう．（1）定動詞に後続するI　Aは、先行するl　Aより遥かに頻度が

少ない．（2）l　Aは命令形や分詞には常に後続する、（3）Hitpae1形（主に再帰の意昧を

表す派生形の一つ）のI　Aは常に後続する．（4）定動詞に後続するI　Aには，「第二の」

l　Aが続く．第二のl　Aのr代わりに」定動詞，分詞が現れることもある．

　La耐bdinがI　Aの章一〇において述べていることは，（1）l　Aの位置は定動詞の前がよ

り通常であるが，定動詞が自動詞として用いられれぱ後続することもあり，（2）二っの

I　Aの連続が定動詞を補足する例もあるということである．また，別の「h互1akの憤用

語法」の章いでは，l　A　h互10kは（a）同語根の定動詞を修飾し補足する要素ξして考え

られる可能性があること，（b）二っのI　Aが連続する中で最初のI　Aがh亘16kの場合，

継続や漸進的な行為のニュアンスがあることを述べている．

　畷uraoka12には幾っかの興味深い見解が挙げられている．（1）同族目的語的なI　Aの構

造が繰り返されている章旬がある．即ち，1サム20＝5－9に見られるように，数節にわ

たってI　Aが現れることがある．（2）l　Aが定動詞の前後いずれに現れても明確な意味

の相違は認められない．ただ，定動詞先行型のI　Aのほうが頻度は遥かに高く，verba1

ideaを強調する目的のためには先行型の構造の方が好まれる．しかし，形式上制限さ

れている（foma11y　conditi㎝ed）ことが二つあり、I　Aは（i）命令形には後続せずI3，

（五）1Aと定動詞の闇に割り込む単語は，否定詞以外にはない14．（3）同族目的語的なI

Aの構造の反復は，大部分が生の会話と1ega1textにおいて用いられている．換言す

れぱ，narrative　proseにおいてはまれにしか見られない．（4）この構造は，後期ヘプ

ル語では使われなくなる傾向があった15．更に，（5）I　A＋定動詞（QTL形）の構造は，

r大衆型の語り（pOpu1ar－Sty1e　narratiVe）」の冒頭の典型的な方法であることも記

されている16．

　以上の見解は，語順に関しては次のように要約することができよう．

（8）　①麗uraoka，Joむonによって示されているように，同族目的語的な一Aは定動

　　　詞に先行する場合の方が多い．また定動詞に先行する場合と後続する場合では，

　　　意味の相違が認められる（蟻uraoka以外による）．

　　　②同じく慶uraoka，JoOonに示されているように，同族目的語的な1Aが定動

　　　詞に後続するのは構造的な理由による場合がある．定動詞が命令形の場合には

　　　定動詞が先頭に来るので，1Aは後続する．また，Gesenius，JoO㎝は定動詞

　　　が分詞の場合にもl　Aは後続すると述べているが，その根拠は示されていない．
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③Ges㎝iusが述べているように，（3）～（7）に示されたような第二のl　Aを伴

うl　A　l　w　l～ユニットは定動詞に後続する．

次章においては，ha16kを含む文を別の角度から統語的に検討したいと恩う．

3．1Aと定動詞の語願一二っのパラメーターによる解駅一

　従来の見解は，同族目的語的なI　A　h急10kが動詞に先行するか後続するかによって

意味の違いが認められるとい．うことが主眼であったように患われる．しかしながら，以

下で見るようにw1A2を伴う場合の多くに定動詞に暦AYQTL形，分詞形が現れるという

特徴があるように思われる．ということは，w1A2と定動詞形が1Aの語順にかなり

の影響を及ぼしていることが推定できるのである．そこでこの章では，二つのパラメー

ターを設定して，文例を検討して見たいと恩う．

（9）　パラメーター1：

　　　パラメーター2：

［±定動詞が留AYQTL形又は分詞形（以下±留AYQTL／PT）〕

［±w　I　A2がha1Okに後続（以下±w　l　A2）1

　この章ではヘプル語の例文，逐語訳，邦訳を挙げ，必要に応じて解説を加える　また

遂語訳において，動詞，形容詞は（3人称）男牲単数形が最も無標な形なので，それ以

外の場合のみ特記する．なお定動詞を四角形で囲んでいる．

3．　　パターン①［十留AYQTLソPT］［十w1A21

3．　　1．定動詞が肌YQTL形の場合．

　舳YQTL形は接続詞wとYQ凡形が複合しているというその形態上文頭に現れるので．他

の文法要素は後続せざるを得ない．また、この場合w　I　A。が必ず伴っている．

（10） 亙［肌・肌1舳・幽・1
＆十he　留ent／9o＋IA／＆一eat＋IA

「彼は食べながら歩いて行った（＜食べながら歩き歩いた）ユ7．」（士14：9）

一40一



（1玉） 船…舳’榊・・1蝸・・…1舳灰90剛・・1幽⑳1・（…）
＆…the－tu圃1－11t／REL／in－ca駆p　of／Phi1isti口es／＆十he　留ent／go＋IA／＆一翻uch

「ペリシテ人の陣営の騒ぎは，ますます大きくなっていった．」（！サム14：！9）

（12） 黎［洲肌1・・1・・鴨鮒1（…）㎞・M・11…

＆十hさ　畷ent／9o＋I胤／＆一beco騒e　great＋VAdj／unt　i1／that／he　beca翻e　great／very

「彼はますます偉大になっていき，遂には非常に偉大になった．」（創26：13）

（13） 唖［洲肌1・昼1δ・鴨鯛・（…）

＆寺he　留ent／9o＋IA／＆一apProach＋V戻dj

「彼は次第に近づいていった．」（2曾ム！8125）

　（！2）（13）に現れるg葛dε1，q盃rebは「動詞的形容詞（verba1adjective）19」，又は

分詞20と言われているが，状態動詞で頓tε1（＜求qati1一）という母音パターンのQTL形

3人称勇性単数形とみなすことも不可能ではない．しかしながら，仮に後者のように考

えられるとすると，間題のQTL形から新たな文が始まると考えられ，醜yy61ek　h互1okが

一つの動詞句を形成しているということになる．（13）であれば留ayye1ek獺1破が一っ

の動詞句であるという解釈は不可能ではないかもしれない（あえて訳せぱ「彼は行き続

けて近づいた」）が，（12）の場合には陥yyε1ek　h琶10kとその後では文脈がつながらな

いように思われる（r？彼は行き続けて偉大になった」）．もしg星dε1，q盆rεbが動詞か

らの派生形であるとするならぱ，行為動詞h訂akからl　A　h副Okが，状態動詞g昼da1

（又はgadε1），q葛rab（又はq亘rεb）からこのような「動詞的形容詞」（いずれも通常の

形容詞形はq航δ1、（＜求qatu1一）パターンのgadO1，qar6b）と呼ぱれる形が派生し，1

A　ha16kと並列に現れて，定動詞を修飾していると考えられる．

（14） 珂剛・・1・舳鴨・畑・［…〕

＆十she　曙ent／9o＋IA／＆一she　cried　out

「彼女は泣きながら歩き続けた（く歩き続けて泣いた）．」（2サム13＝19）

（15）

（16）

黎榊・山・1・・1・・・・・・・…C）［1・・…1㎞仙・…耐・榊・

＆十he　留ent／9o＋IA／＆十he　proPhesied／unti1／to　co翻e－his／into／閥aiot虹／in／黎a醐ah

「彼はラマのナヨテまで預言しながら歩き続けた（く歩き続けて預言した）．」

丙［洲…1舳・舳1・・醐［…1・1　　（1l！l・1・1）
＆十he　留ent／David／9oキIA／＆一great

「ダビデはますます俸大になっていった．」（2サム5110）
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　（14）の潟zポ的軸はGeseniusが言うように一体の留gQTL形ではなく，単に鴨十QTL

形に過ぎず，メインの行為を表す舳YQTL形留attε1ekに付随して背景を表すためのQ孔

形であると考えたほうがよいと恩われる．また（15）の眺YQTL形欄yyitnab脆（’）はメイ

ンの行為であるが，h飢Okが先行しているためにw　l　A2のパターンの一っとみなされ

て付随の行為を表しているのかもしれない．（16）のg盃d61は一般に形容詞と見なされ

るのが通常であるが，動詞gada1のl　Aとみなすこともできる22．しかし，ここでは

状態を表す最も一般的な文法要素である形容詞とみなす．

（17） 函剛肌1’・・樋パ舳・葛1・・舳δパ・㈹ポ・・切舳

＆千he　胃ent／留ith－heτ／husband－her／9o千IA／＆一cry＋IA／behind－her／unti1／Bahuri醐

「彼女の夫は彼女の後について泣きながらバフリムまで歩いて行った．」（2サム3：16）

（18） 黎舳・・1・・・・・・・・…ポ・1・11・・鴨榊［…い1・舳醐・1・・

kgnポan

＆十it　留ent／haBd　of／sons　of／Israe1／9o斗IA／澄一hard＋FS9／on／Jabin／king　of／

CaΩaan

「イスラエルの子孫の手（讐勢力）はカナンの王ヤビンに対してますます激し

くなっていった．」（士4124）

3　1．2．定動詞が分詞形の場合．

定動詞が分詞形の場合にも，互Aw　l　A2は後続する．

（19）

（20）

鴨・・ポ…1・同可・・1’・蝸・ポ色・伽・・舳・1・・囎・・…’・・…酬・・

＆一the－rearguard／9oing／after／ark　of／Lord／9o＋IA／＆一b1o概十IA／留ith－the－horns

「またしんがりは主の箱の後を角笛を吹きながら歩いて行った．」（ヨシ6113b）

留g§ib‘ah　bakk6hさni皿　Ωδξg’illl　§ib‘互h　§Opgr6t　hayyObg1i㎜　1ipne　’孟r6n　YH留H

匝珂［・・1脆1・・鴨樋・州…1・…㈱・

＆一7／the－Priests／1iftin9＋闘P1／7／horns　of／the－ra㎜s／before／ark　of／Lord

going＋闘P1／9o＋IA／＆一they　b1e留／留ith－the－horns

r7人の祭司は主の箱の前を七っの雄羊の角笛を掲げ，角笛を吹き鳴らしなが

ら歩み続けていた（＜歩み続けて角笛を吹き鳴らした）．」（ヨシ6：13a）
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（21） 軸1‘1国司［・・1・舳‘…亘・1・‘・11舳11・・陥…l11岬・…1

聰aysaqqε岬AYQTL］b屋’差b耐m19‘u固固至t6

＆一Shi撤ei／9oin9／in－side　of／the－hi11／Para11e1　to－hi翻／9〇十IA／＆十he　cursed／

痘十he　pe1t／留i言h＋1二he－stones／Para11e1　to－hi遜

「さてシムイの方は呪ったり石を投げながら彼と並行して山腹を歩いていた

（＜歩き続けていて呪い石を投げた）．」（2サム16：13）

（22） 冊・棚C）畑舳…一・・・…亘・1i・・葛C）獺11ir圃i・・砧困［・・1

h互16k　⑪bδkeh［PT］

＆十he　曙ent　out／Ish翻ae1／son　of／Nethaniah／to一翻eet－the㎜／fro翻／瞳izPah／9oing／

9o＋IA／＆一瀞eePi㎎

「ネタヌヤの子イシュマエルは彼らを迎えにミツパを出たが、泣きながら歩き

続けていた（＜歩き続けていて泣いていた）．」（王レ41：6）

　l　A。がQTL形の場合は，実際には定動詞とb亘1okで一っの動詞句を形成し，QTL形自

体で一っの動詞旬を形成していると考えられる．即ち，QTL形という定動詞形で表され

ることによって，二っの行為の時閻的な同時性にではなく，「．．．して．．．した」という

行為自体の方に焦点があると考えられる．しかしながら、l　A■w1A。パターンで現れ

ることによって、結栗として二っの行為の同時性を表しているものと思われる．これら

の点において，（20）は，同じ節に現れるがl　A2がl　Aである（21）とは巽なるのである．

（21）の二っの鰍YQTL形も行為の同時性ではなく，行為富体に焦点があることを示してい

るように思われる．。（22）では，留AYQTL形習ayyεsε（1）で示されている行為がメインであ

り，分詞形h6脆k，bδkehはメインの行為の背景を形成するものであると恩われる．従っ

て，分詞形bδkehはI　A　h訂◎kと並列ではなくhδ1ekと並列であり，hO1欲h亘10kで

動詞句を形成していると考えるべきかもしれない．

（23） 1…i・醐・困［・・1・11・・鴨・…1・

西十it　haPPened／they／9oing＋鼓P1／9o＋IA／＆一sPeak＋IA

「彼らが話しながら進み続けていると」（2列2：11）

派生形Pie1は， （23）のdabberのように亘C形がIAとして用いられる例が多い21．
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3　2．パターン②［十榊YQTL／PT］卜w　l　A21

定動詞が榊YQTL形の場合には，w　l　A。が伴わなくてもl　Aは後続する．

（24） 1香㎜南ト・・…i11舳黎［1・・…1幽

留hy／ADV／you　send　off－hi剛／＆十he　留ent／9o＋I　A

「一体なぜ彼を送り出したのですか．彼は行ってしまったのですね．」（2サム3：24）

3．3．パターン③卜鰍YQTL／PT］［十w　I　A2］

　定動詞が冨AYQTL形，分詞形以外，即ちYQTL形，QTL形の場合には、

動詞の前後どちらにも現れ得る．

I　Alw　I　A2は定

（25） ・・醐・・蚕パ・…匡函［肌1・11・・纐お

a1on9－high隅ay／one／they　留ent／9o＋IA／＆一1o闇十IA

「それらは一筋の大路をモーと鳴きながら進んで行った25．」（1サム6：12）

（26） 脆1・・舳国［・…11ゴ・・珊’舳・・・・・…㈱

9o＋IA／＆一留eep＋IA／they　go／＆一〇bj腰／Lcrd／God－thei　r／they　seek

「彼らは泣きながら歩み，彼らの神である主を求める」（ヱレ50：4）

（27） ・舳醐…睡［・…い・・…11・・㎜・舳・・…

9〇十IA／＆一mince＋IA／they　go／＆一in－feet－their／they　皿ake　a　j　ing1ing

「彼女達は気取って小股で歩いて行き、足でリンリンと鳴らす．」（イサ3：16）

　I　A2がI　Aの場合にはI　Aの並列のために一っの句としての意識は強く，一っの単

位として前後どちらにも現れるものと思われる．また，（26）（27）については，預言の中

に現れている詩文であるということに留意する必要があろう．というのは，詩文は散文

の文法が当てはまらないことがしぱしばだからである．これらの箇所においても，他の

行とキアスムス（chias㎜s，交差並行法）を構成しているために，もしかすると特別な

語順である可能牲がある．

3．4．パターン④卜習AYQTL／PT］卜w　l　A21

　定動詞が舳YQTL形，分詞形以外で、1Aにw　l　A2が伴わない場合には，

詞の前後どちらにも現れ得るが，先行する例のほうが多い．

1Aは定動
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(28) 

(29) 

(30) 

(31) 

~att~(' )mer halok r~T~]Lil~il6[YQTL] 'immak 

&+she said/g0+1A/1 go/with-you 

r~ZtCe~~;-t*･･. r~Ae~~)tA-t*,-(~:i~~･~r-~~Sc~f~~!~t. ~J (~ 4:9) 
' alta~~iO napS~tekem le(' )m~r halok [~T~,,]y~19k [YQTL] E16 'alenfl hakka~dlm 

NEG/you deceive/hearts-your/saying/g0+1A/they go/fro~l-on-us/the-Chaldeans 

rrjj)~T~)~e~~i~~za)7c~ t~,~~･~~~~~ ~~f-C~I ~~;~i~< tA-. J (lV 3719) 
halOk Lii~~i]R,!T~1~1.al~k' [QTL] ha '~sim limS~'h ' ~lehem ~]elek 

g0+ IA/they ~ent/ the-trees/to-anoint/over-them/king 

r7f~~7 ~{~lb}t..･-~(Z)I~,jLC~~l~~~i;~r ~'*'~ (!~ H~}~･eff*". (~(~J (i 9:8) 

~~e 'att~h halok t~iitJjlhalakt- [QTL] ki-niks5p niksapt~h leb~t ' ~bika 

l~mm~h ganabt~ ' et-' 616hay 

&no~/g0+1A/you went/for/long+1A/you longed/for-house of/fatheryour 

why/you stole/Obj~/godsmy 

ri~~tLe~~~ ~:. ~~~)~S~e~ff-1CU~!~ -t._･-. 'X~(Z)~i~h{~:~iec~~L < tA-.t*･･~-

~/i. tih~, t~-i~, ~A~)~~/z~,i~/~/~:~)h･.J (~1] 31:30) 

(28)(29)1~c~. Gesenius. ~uraoka S;J; -Cfi~~~~:tLCL1;~J;~ Sc, hal~k c~~l~;~) 

~~~~)~~:(7) wayy~(' )mer, I~(' )mor (<~~~~~1 19+ I C'6~~~r. ~~I~:~~~~~~~i~:At~) ec 

~:~･tL~)~~~~)~~~~)~~~~lSc~!tLCV1;~. ~~t..･-(30)~e~, halOk h'~~l~~h{~~~;~ -CV¥ 

~ (hal~k halakta[QTL] ha '6Sim [S]. . . wayy~(' )merfi[WAYQTL] . . . wayy~(' )merLWAYQTL]. 

hazzayit[S]. . . r~~C/~e~ff-t*･･...~~~c~-'=-~~"- -t*-.. . ~r l) -je~-----=~~=~--- -t*･-... J ). (31) 

(~ ~~)~~!De*~5V¥~~~;q) j 4 /f-7ec)~-C~I ~; -tLt~cO~ ~~ t~ I A + v (!~ V1 

~'~~-~/~~~ft*･･t~-4~l~:~)~ff f~T ?~,~At~;f~:~lh ~5~;(~V11) *~ ~ =7L~,h "' 

~) LtLfA~ L1. 

(32) ~ehalakO y~Sebe ' a~at ' el-' ahat 16(' )m~r LiLi~ii]n~lak~ [YQTL] halok leuallOt 

et-pone YHWH 

&+they go/inhabitants of/one/to-one/saying/we go/g0+1A/toentreat+1C 

Obi~/favors of/Lord 

r-1)~) (mT~)) LEAc~~U~) (B~T) '¥f?･1C~~. r~~/7 ~iE~)~:;f~~~)~~5SCff 

~1 ~jJ (~h 8121) 
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　（32）は，1e（’）唖δrにょって導入される直接話法の先頭の部分なので，（28）（29）から

維測すれぱh訓6kは動詞に先行しているはずであるが、実際には後続している点で興

昧深い、（32）が詩文であり，預言であることが関わっているのかもしれない．

4．おわりに

　以上の二つのパラメーターを介した考察から、同族目的語的なl　A　h亘10kと定動詞

の語順に関する限り，次のように要約することができる．

　　1）同族目的語的なl　A　ha1Okは，1A2を伴うかどうかにかかわらず，定動詞の

形によって語噸が決定される．定動詞が鮒YQTL形の場合には形態上文頭に現れるという

性質故にI　Aは後続し，分詞形の場合には［接続詞w（十主語）十分詞形］というユニッ

トの結合が強いと考えられるためにl　Aは後続する．

　　2）同族目的語的なl　A　ha16kは，定動詞の形が上記以外の形であれば，l　A2を

伴うかどうかにかかわらず，定動詞の前後どちらにも現れ得るが、可能な限り先行する

傾向がある．

　　3）1），2）から，l　Aが定動詞の前後どちらに現れても，明確に認められる意味上

の相違はないと思われる．

　今後はこの小論を元にして，他の動詞のl　Aと定動詞の語順，特に走動詞が分詞形の

場合のl　Aの現れ方，h引Okでは現れなかった否定詞10（’）や小辞n葛（’），ga皿が現

れる場合のl　Aと定動詞の語順の関係等を研究する予定である．
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［鴎　　号1

イザ・イザヤ書，エレ＝エレミヤ書，サム・サムエル記、ゼカ・ゼカリヤ書、

ヨシ忙ヨシュア記，士・士師記，創・創世記、列・列王記

改讐新改訳（日本聖書刊行会，19782）．共士新共同訳（日本聖書協会，1987）

GKC　＝　Geseni　us．暦．一逗．Kautzsch－A．E．Co留1ey，　Gesenios’　Eebre留　Gra翻圃ar．

NCB　＝・　A．Even－Shoshan　ed．（1989），　A　Ne闇　Concordance　of　the　O1d　Testa蘭ent．

ADJ　士　adjective

IA・i口finitive　abso1ute（独立不定形）

IC・infinitive　c㎝stmct（構成不定形．いわゆる英語などの不定詞）

Obj鐙　坦　object　駆arker

OSf　＝・object　suffix

PT　江　particiP1e

QTL＝suffix　conj㎎ation（接尾辞による動詞屈折形．いわゆる完了形⑫tai形）

YQTL・prefix　c㎝j㎎ation（接頭辞による動詞屈折形．いわゆる未完了形yiqtO1形）

榊YQTL・接続詞留a斗YQTL（いわゆるimperf㏄t　conse㎝tive，留ayyiqt61形）

．博gQTL亡接続詞鴨十蛆L（いわゆるperfect　c㎝sequtive，鴨q帥a1形）

［注］

＊）一この小論は，昨年度まで筑波大学において教鞭を執られていた津村俊夫先生との議論に

多くを負っています．ここに記して謝意を表します．また、訳文を読み，助言をしてくれた

妻詠子にも感謝します．

1）この現象にっいてはGKC§！i7p－r．参照．

2）GK　C§1131－x参照．

3）まれに査に母音文字を伴ったha1Okが見られる．ヨシ61！3bの例を参照せよ．

4）　“Theinfinitiveabso1uteocc1』rs㎜ostfreq1』ent1yi日i㎜圃ediateconnexion［sic］

留ith　the　finite　verb　of　the　ste圃．．．”（G　K　C§1131）．但し，否定詞10（’）を含む数個

の小辞は1Aと定動詞の闇に現れる場合がある．

5）G　K　C§113s参照．なお接続詞の習a闇には鴨、O，南の異形態があるが，総称して

Wと表す．

6）GKC§113n－q．
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7）この現象が起こる理由の一つとして挙げられている咀．．．the　infinitive　abso1むte　is

evident1y　used　on1y　as　Possess　iΩg　a　certa　in　fu11ness　of　sound（hence　for　rhyth㎜i　ca1

reasons．．．）冊（GK　C§！13o．）のような音やリズムに対する考慮は，本来旧約聖書が読まれ

聞かれるものであって，たとえ散文の部分であっても語りの口調が考慮されていたであろう

ということを思い起こすと興味深い．しかし，この小論の論旨からははずれるので，これ以

上は言及しない．

8）GKC§113t－u．
9）Joむon，Gra醐aire，§123d－s．特に§123d．

10）　La囲bd　i　n，　I　n　t　roduct　i　on，　§129．

王ユ）　La㎜bdin，　Introduct　ion，　§170，

125麗uraoka，E叩hatic，pp．83－92．特にpp．88－90．

13）但し，命令形に先行する文法要素があると述べている（腰uraoka，E叩hatic，p．89．Ω．2王）

が，それらは先行することによってトピック化されていると考えられるかもしれない．

／4）但し，逆の順序において挿入が認められると述べている（瀕uraoka，E翻phatic，p．89）

が，それに従えぱ，深層構造に元来逆でない語噸があって，それが何らかの要因による何ら

かの変形を経て表層構造において逆の語噸になったということであろうか．例えばhorg酬

（I籔P＋OSf）n昼（’）（ADV）胴r6g（IA）「どうか私を殺してください．（民数記1／115）」は，元来

＊ho㎎舳脆rOg　n邑（’）ということである、その場合の語願の変化の要因は何であろうか．

15）盤岨aokaによれば，サムエル記には66例，列王記には28例，ほぼ同じ出来事を記してい

るが後期の歴代誌には7例である（蓮岨aoka，肋phatic，p．90）．

16）　凄1jraoka，　E㎜Phatic，　P．88．D．ユ8．

！7）（改）（共）共に「歩きながら食べた．」と訳されているが，定動詞が留ayye1ek「彼は歩

いた」である以上歩くことがメインの行為で，食べることは付随した行為であると考えられ

るので，拙訳の方がより適切であると思われる．

18）この形はr休止形（pausa1fom）」と呼ぱれる形で、rabの翼形態である．

19）GK　C§113u参照．

20）NC　B　pp．226a，！030c参照．

2！）並行箇所の1歴代誌11：9には殆ど同じ文（d納dではなくd耐d）が現れる．

22）N　C　B　p．226a参照．

23）殆ど同じ構造の文がヨシ6：9に見られる．

24）G　K　C§52o参照．それによれば，基本形からの類推と考えられるqatt61パターンよ

りl　Cのqattε1パターンの方が遥かに多く現れる．

25）ヘブル語本文のアクセント記号による文の分け方に従えば，拙訳が好ましいと思われる．
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~rord C~rd:er of t: he E~~f ~r~~ti･~e ~~bsofl ~~~; e 

a~~d: ~: h~~ Fir~~l~~~ Verb i~~ Bib~ ~c~~~ Hi:ebre~w 

TAKE~UCNI ~igeo 

Biblical Hebrew has a grammat ical form called uthe inf initive absolute 

(=1A)" The IA is of ten used with the finite verb like a cognate obiect or an 

intemal object, hav ing t he same root oi the verb. It has been said, as far as 

s uch an IA is concem ed , as follows: that the IA (often immediately) precedes 

or follows the verb by i tsel f with some differences in meanlng; that the 

prepos i t ive IA is far more f requent than the postpositive one ; and that when a 

second IA (or an adject ive and so on) a ppears with a con j unct ion w after the 

f irst one . they follow the f inite verb . 

In this peper. the sentences with a cognate ob ject - I ike IA hal6k are 

syntactically stvdied through t Wo following parameters. 1･e.: 

parameter 1 .[t the f inite verb is a WAYQTL-form or a participle] 

parameter 2.[~ the con i vnct ion w plus a second IA follows h~ 16k] 

Our conclusion is as follows: that the position of the cognate object - I ike 

IA h~lok, whether or not a second IA appears af ter the h~lok, is decided 

according to the form of the f inite verb. Thus. the WAYQTL-forTn being placed 

in the beginning oi a sen t ence , the h~l6k follows it. And, the part iciple 

being the f inite verb. the oombination of [coni'w (+ subject) + participle] 

may be strong. the h~lok hence can not precede it; that, except the preceding 

case, the hal6k precedes the finite verb. whether or not a second IA follows; 

and that there is not any difference in mean I ng between the prepositive IA and 

the postpositive one consequen t I y . 
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